
平成２１年度　岐阜県冬季バスケットボール新人大会

【試合結果】
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【試合レポート】　戦評
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　１Ｑは、中山、陶都ともにハーフコートマンツーマンで始まる。中山が＃５にボールをつなぎ
ゴール下で得点をすれば、さらに＃５、＃６のカットイン、ミドルシュートで得点を重ねる。一方
陶都も＃４を中心にボールを運ぶが、中山の強いDefにふさがれ25‐５で１Ｑを終える。２Ｑも陶

都は、中山のDefに苦しめながらも＃５の３Ｐ、＃６のカットインで点を重ねる。しかし、中山は
＃５を中心に＃４のミドルシュート、＃８の３Ｐやパスを受けてのシュートを決めるなど、26点入
れ51‐16で終わる。	 
　３Ｑは、陶都が大きくパスを出して前に進めるが、続けてシュートを外し、得点につながらない。
中山はオールコートマンツーマンでボールを奪い攻撃につなげ、得点を重ねた。４Ｑは、陶都の＃

６がミドルシュートを決めて点を重ねるが、中山の＃６の３Ｐや＃８のジャンプシュートなどで終
始圧倒し、97‐39で中山の勝利となった。	 


